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新編
詳解地理B

130 二宮 地B302 新指導要領準拠教科書（平成24年 検定合格）

B5 判・全カラー 326 頁
図表552点・写真407点
シラバス・選定理由・
評価規準と方法の例 完備 

 ➡ p.12～14
準拠版教材：
新編詳解地理Bワークブック

  ➡ p.15

●① 大判紙面（B5判）の活用  ➡ p.3,4,5

写真・図表・特設コラムの充実と欄外の活用で，資料性を大幅に向上しました。

●② 学びやすい配列 ➡ p.3

地理的技能・系統地理・地誌事例に関連性をもたせ，相互に結びつき流れにのる展開になっています。

●③ Ⅰ編   地理的技能の習得と応用 ➡ p.10

図法・時差・主題図・地形図などの地理的技能（右表の技能）が確実に定着し，応用できるよう構成しました。

●④ Ⅱ編   系統項目の内容充実 ➡ p.6,7

系統項目の全分野を幅広くおさえ，さらに「世界の中の日本」（ 日本 ）の特設コラムで深化を図りました。

●⑤ Ⅲ編   地誌事例は世界全域掲載 ➡ p.8,9

全13事例で世界全域をカバーし，「地球的課題」（ 課題 12 事例）と「地域をみる」（地域 6 事例）も設定しています。

●⑥ 最終章   日本の特色と課題を探求 ➡ p.11

地理の全学習を活かした地球規模の視点で日本の特色と課題を考察し，あるべき国土像を探究しています。

■ 本書の特色 「自ら読んで理解できる教科書」に

新しく詳しく解りやすく

大判地理Ｂ登場
— ゆとり教育からの脱却

◎ 執筆者 筑波大学名誉教授 山本 正三
筑波大学名誉教授 石井 英也
筑波大学教授 手塚 章
大東文化大学准教授 青木 久
立正大学教授 内山 幸久
成蹊大学教授 小田 宏信
首都大学東京教授 菊地 俊夫

お茶の水女子大学附属高等学校教諭 菊池 美千世
筑波大学教授 呉羽 正昭
筑波大学教授 中西 僚太郎
首都大学東京准教授 松山 洋
長野県立長野吉田高等学校教諭 宮原 弘匡
東京都立西高等学校教諭 矢島 舜孳
日本大学教授 山川 修治 

教科書 p.65 掲載写真 サバナの乾季（左）と雨季（右）の景観
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学びやすい配列 
資料で本文を充実，豊富な特設コラム

編 章 ・ 節 特設コラム 頁
第
Ⅰ
編 

地
図
と
地
理
的
技
能

 第1章 地理情報と地図 16

1節 世界観の変化と地図 6

2節 地球儀と世界地図 技能  時差，世界地図 6

3節 地理情報の地図化 技能  階級区分図 4

 第2章 地図と地域調査 7

1節 地図の活用 技能  地形図の読み方 2

2節 身近な地域調査 5

第
Ⅱ
編

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

 第1章 自然環境 54

1節 地 形 技能  地形図を読む 日本  地形と災害 20

2節 気 候 8

3節 自然と生活 技能  雨温図とハイサーグラフ 日本  気候 18

4節 自然環境に関する諸問題 8

 第2章 資源と産業 52

1節 農林水産業 日本  農林水産業 16

2節 資源・エネルギー 日本  資源・エネルギー問題 10

3節 工 業 日本  グローバル化の工業 14

4節 流通と消費 日本  観光 12

 第3章 人口と村落・都市 24

1節 人 口 日本  人口問題 10

2節 村落・都市 技能  村落の形態を読む 日本  村落・都市の課題 14

 第4章 生活文化と民族・宗教 19

1節 衣食住 6

2節 言語と宗教 4

3節 民族と国家 日本  領域と領土問題 9

第
Ⅲ
編

現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

 第1章 現代世界の地域区分 4

 第2章 現代世界の諸地域 122

1節 中国 —発展する大国に着目 地域  香港・台湾・モンゴル 課題  環境問題 12

2節 韓国 —近隣諸国との関連に着目 課題  人口と食料・資源確保 8

3節 東南アジア —項目ごとに整理 課題  都市問題 12

4節 インド —巨大な人口に着目 地域  南アジア 課題  居住・都市問題・貧困 10

5節 西アジア・中央アジア —項目ごとに整理 課題  紛争 8

6節 アフリカ —項目ごとに整理 課題  人口急増と食料問題 10

7節 ＥＵ —地域の統合に着目 課題  高齢化社会 14

8節 ドイツとポーランド  —国を比較 課題  民族問題 4

9節 ロシア —体制転換後の社会と経済に着目 課題  環境問題 8

10節 アメリカ —項目ごとに整理 地域  NAFTA 課題  居住・都市問題 14

11節 ブラジル  —地域開発と経済発展に着目 地域  ラテンアメリカ農牧業 課題  熱帯林破壊 10

12節 オーストラリアとカナダ —国を比較 地域  ニュージーランド,オセアニア 課題  塩類化,酸性雨 12

 第3章 現代世界と日本 10

1節 世界の中の日本 4

2節 持続可能な社会に向けて 技能  課題解決の探究手順 6

■ 内容構成と特設コラム
地理的技能を習得し（Ⅰ編），後に続く世界を大観する系統地理（Ⅱ編）と，具体的な事例から学ぶ地誌事例（Ⅲ編）を参照
しあえるように相互に結びつけ，流れにのった授業展開が可能。
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大判化による資料性の向上

系統地理のページ▶ 第Ⅱ編3章１節  人 口 

● 
ことばの整理
重要な地理用語
のうち混同しや
すい類似・対照
的なものの定義
を整理。

全50 点▶

● 作業・問いかけ
本文をさらに調べたり，
考えをまとめたりして，
自ら考察できる力を養う。

● 模式図で理解の深化
人口転換や人口ピラミッドなどは
実データとともに模式図を掲載。 
地誌の「人口問題」の学習と連携。

● いきいきと地域を映す写真
世界の自然や産業，社会，その土地
の人々をいきいきと映し出す写真を
掲載。

   紙面の大判化で内容を充実▶▶▶  写真・図表・特設コラムを充実し資料性を向上

① 紙面をこれまでのA5判から B5判に拡大。
② 写真・図表・特設コラム・ことばの整理などを盛り込み資料性の向上を図る。
③ 欄外も活用し，視覚的にもわかりやすく学習できるよう構成。
④ 資料集にたよらず，教科書の学習でしっかりと理解できるよう情報量を充実。
⑤ 新しいテーマの統計や主題図を増やし，刻々と変化する国際情勢を捉える。

○等角コースと大圏コース ○三角点と水準点 ○褶曲と断層 ○環太平洋造山帯とアルプス＝ヒマラヤ造山帯 ○楯状地と
卓状地 ○ V 字谷とＵ字谷 ○海食台と波食棚 ○砂州と砂嘴 ○高緯度と低緯度 ○日較差と年較差 ○寒気団と暖気団
○植生と植生型 ○地衣類と蘚苔類 ○ラトソルとラテライト ○テラローシャとテラロッサ ○熱帯雨林と熱帯季節林
○サバナ気候の雨季と乾季 ○氷河と氷床 ○土地生産性と労働生産性 ○嗜好品と工芸作物 ○水産養殖業と栽培漁業
○主業農家と副業的農家 ○遠洋漁業と沖合漁業 ○原料と燃料 ○精製と精錬 ○オイルサンドとオイルシェール
○輸入代替工業化政策と輸出指向工業化政策 ○非正規雇用と間接雇用 ○南北問題と南南問題 ○ FTA と EPA ○直接
投資と間接投資 ○最寄り品と買い回り品 ○静止人口と人口置換水準 ○大都市圏と世界都市 ○昼間人口と夜間人口
○スラムとストリートチルドレン ○ヤムイモ・タロイモ・キャッサバ ○中国料理とイタリア料理 ○公用語・母語・共
通語 ○上座仏教と大乗仏教 ○自然的国境と人為的国境 ○華人と華僑 ○油ヤシとココヤシ ○スンナ派とシーア派
○シベリア鉄道とバム鉄道 ○ネイティブアメリカとインディアン ○春小麦と冬小麦 ○サンベルトとスノーベルト
○人種のるつぼとサラダボウル ○大陸横断鉄道と大陸縦断鉄道

ポイント
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欄外の有効活用▶▶▶  最新統計や用語解説，写真，ポイント補説など，資料がさらに充実

○日本を測った人 ○古期造山帯とプレートテクトニクス ○世界の地震災害と火山災害 ○侵食輪廻 ○関東平野の地形
○自然災害 ○世界の局地風 ○海洋の大循環 ○湖沼の変遷 ○気候区分の判定 ○世界の熱帯低気圧 ○偏西風と
ジェット気流 ○高山気候（Ｈ） ○冷帯の気候区分 ○フェーン現象 ○フロン廃止への動き ○森の恵みと海との関係
○ヒートアイランド都市型水害 ○エルニーニョ現象とラニーニャ現象 ○野菜の流通 ○茶の生産 ○日本の食生活
の変化と課題 ○福島第一原子力発電所の事故と原子力発電の今後 ○ヘンリー＝フォードがつくった大量生産方式
○地域発展の二つのモデル —シリコンヴァレーとサードイタリー ○海外に進出する日本企業 ○アメリカと日本の消
費生活 ○地球が養える人口は？ ○生まれた土地を離れる人々 ○子育て支援で人口が増加した町 —静岡県長泉町
○さまざまな規模の都市分布と都市システム ○人種の意味 ○中国の少数民族問題 ○地域区分の単位地域 ○地域
区分の規模と種類 ○時代により異なる地域区分 ○中国の地域区分 ○ソウルの都市問題 ○インドネシアの国民統
合政策 ○養殖漁業の発展とマングローブの破壊 ○バルカン半島の民族紛争 ○アメリカの自然災害 ○バイオエタ
ノール ○ラテンアメリカの地下資源 ○サンパウロとリオデジャネイロ ○オーストラリアとカナダの多文化社会

第Ⅲ編２章2節   韓 国 ◀地誌のページ

● 
ポイント補説
本文をさらに深め
たいテーマ，最新
事情などを取り上
げ，本文を補説。

◀全46テーマ

● 用語解説・参考用注記
用語解説では，おさえておきたい重要な
地理用語を解説。参考用注記では，本文
を補足し知識を広げられるよう解説。

● 最新統計の充実
変化の激しい国際社会の実情をあらわ
す最新統計を掲載。世界的視野や地域
からの視点で，現状をリアルに解説。

新テーマの図版例
おもな国の社会環境指標の比較
ヨーロッパの主要製鉄所の分布

20

20
20

0

0

40
40

60

60
60

2020

4040

6060

適正な労働時間

家庭内役割分担の柔軟性

働き方の柔軟性

地域の子育て環境

子育て費用の軽減

家族による支援
社会の多様性寛容度

雇用機会の均等度

若者の自立可能性

 社会の安全・安心度

仕事と生活
の両立可能性

子育て支援
の充実度

ライフスタイル
選択の多様性

日本

オランダ

フィンランド

アメリカ

[少子化と男女共同参画に関する
 社会環境の国際比較（2005）]

（2000年調査）
青字 ： 各指標に用いた

統計や意識調査など

週当たり実動労時間

転職への意識など

家族サ ビスへの給付費など

教育への公的支出

一般世帯の平均人員など

性別役割分担への意識など

人生設計の自由度への意識など

男女賃金格差と女性管理職率

親からの独立度など

幸福感の高さと失業率

▲

▲

▲

4000以上
3000～4000
3000未満

4000以上
3000～4000
3000未満

高炉の炉内容積（m3）高炉の炉内容積（m3）
1960年代までの
主要製鉄所
現在（2010年）
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主要製鉄所
現在（2010年）

製鉄所の立地製鉄所の立地
▲
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鉄 山
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ドネツ炭田

クリヴォイログ鉄山

ミドルズブラ

シロンスク炭田

0 400km

0 20km
鉄道鉄道

ル ル地域拡大図

ル ル地域

多彩な主題図▶▶▶ 
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Ⅱ編の特色   系統項目の充実  課題と日本を特設して深化

 第Ⅱ編1章１節  地  形 

   基本知識を整理し充実した本文▶▶▶  分布や成因・現象をステップを踏んで整理・探究

● 模式図・写真の活用
典型的な海岸地形の解説で
は，模式図や写真を活用し，
成因・条件・形状をていね
いに整理。

● 典型的な沈水海岸地形
リアス海岸，フィヨルド，エス
チュアリーを地図・写真を活用
して，成因や地形の形状，規模
の違いなどを整理。

● 混同しやすい用語を整理
「海食台と波食棚」「砂州と砂嘴」
など，海岸地形の学習上，混同
しやすい地理用語を対にして整
理。

第Ⅰ編 地図と地理的技能

全分野・全地域を
ていねいに解説

図法・時差
主題図・地形図・読図

地形，土壌・植生，気候
農林水産業，資源・エネルギー
工業，交通・通信，貿易
観光，人口，村落・都市
衣食住，民族・宗教，言語

中国，韓国，東南アジア
インド，西・中央アジア

アフリカ， ＥＵ，ドイツとポーランド
ロシア，アメリカ，ブラジル
オーストラリアとカナダ，日本

全世界掲載全項目掲載
第Ⅱ編 系統地理的考察 第Ⅲ編 地誌的考察

149頁 136頁

23頁

① 従来の指導要領にあった項目の制限（歯止め規制）の撤廃により，系統項目
を幅広く扱う。

② 世界的視野から環境の多様性や国際情勢を捉え，現代社会の抱える地球
 的課題の解決を担う力を養成。

③ 情報化の進展や国境をこえたグローバル化の実態を反映。
④ 各系統項目には日本のページを特設し，日本の特色や課題を考察。
⑤ 第Ⅱ編で大観した世界像は，第Ⅲ編の地誌学習での地域像と補完
しあい，世界規模から地域特有の事象までの理解に役立つ。

ポイント
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第Ⅱ編2章3節  工 業 

国際社会の著しい変化に対応▶▶▶  様々な分野に影響するグローバル化の実態を反映

特設ページ「世界のなかの日本」▶▶▶  世界の学習をふまえて日本の特色・課題を捉える

● 国際化に関する用語
為替レート，貿易摩擦，ワー
クシェアリングなど，国際化
のキーワードとなる地理用語
をていねいに解説。

● 多国籍企業の展開
工業生産の国際分業の実情→
背景と要因→最新動向と今後
の課題という流れで，ステッ
プを踏んで構成。

● 理解しやすい主題図
国際分業，製品ライフサイク
ルの展開など，実態がイメー
ジしやすいように実例をあげ，
写真とともに解説。

第Ⅱ編2章2節
資源・エネルギー 

各系統項目に「世界のなかの日本」の特設ページ
を設定。
教科書の最終章「現代世界と日本」での日本を探
究するための基礎知識を培う。
○ 日本列島の地形と災害 ○ 日本の気候
○ 日本の農林水産業
○ 日本の資源・エネルギー問題
○ グローバル化のなかの日本工業
○ 日本の観光 ○ 日本の人口問題
○ 日本の村落・都市の課題
○ 日本の領域と領土問題
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Ⅲ編の特色   地誌事例は世界全域掲載

第Ⅲ編２章１0節  アメリカ —項目ごとに整理する

項目ごとに整理（4事例）
特色ある事象から考察（6事例）

地誌事例の考察方法

赤字 ： 特徴的な視点 青字 ： 地球的課題

アフリカ

西アジア・
中央アジア

インド
ロシア
体制転換後の
社会と経済

アメリカ

中国

韓国東南アジア 日本

ブラジル

EU

オーストラリアと
カナダ

ドイツと
ポーランド

巨大な人口

発展する大国

地域開発と
経済発展

近隣諸国

地域統合

農業の発展

環境問題

居住・都市問題・貧困

塩類化

酸性雨
居住・都市問題

熱帯林破壊
人口急増と食料問題

紛争

都市問題

高齢化社会 民族問題

環境問題

人口と食料・資源確保

地域を比較し考察（2事例）
現代世界と日本

項目ごとに整理▶▶▶  地理項目ごとに整理して地域を見い出す

① 世界の諸地域を偏りなく学習できるよう，様々
な規模にわたる 13事例をバランスよく掲載。

② 従来の指導要領の事例数制限がなくなったため，
世界全域をカバー。

③ 各地誌は，「項目ごとに整理する」（方法1），「特
色ある事象から考察する」（方法2），「地域を比較
し考察する」（方法3）の三つの方法で考察。

④ 地球的課題 地域で特徴的にみられる地球的
課題を選定し，地域的特色からみた現状や課題の
所在，解決の方法を示したコラムを設定。

⑤ 地域をみる 取り上げた地域の近隣地域を取
り上げ，類似性・異質性や関連を考察。

● 項目で整理
アメリカは，歴史
的背景，自然，農
業，鉱工業，住民
と文化，都市など
の項目を設け，基
本の地理項目ごと
に記述。

● 学習の指針
節の目標と習得す
べき内容を明記。

● 学習の導入
学習を始める際，
イメージしやすい
身近な話題や問い
かけを設定。

 方法１

ポイント
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第Ⅲ編２章１節  中 国 —発展する大国に着目する

第Ⅲ編２章１2節  オーストラリアとカナダ —国を比較する

特色ある事象から考察▶▶▶ BRICs 諸国などの発展地域は主題を立てて着目する

地域を比較し考察▶▶▶  2 国の対照性・類似性を項目ごとに比較する

● 最新統計活用
変化の著しい工業
や貿易などの分野
は，最新統計を活
用し分析・解説。

●２国の比較
オーストラリアと
カナダを左右ペー
ジに配置し，項目
を追いながら比較。
各国の特徴がより
鮮明に。

● 国際情勢反映
国 際 影 響 力 が 強
まった中国は「発展
する大国」の主題で
考察。歴史的経緯や
現況，課題などの新
しい切り口で解説。

 方法2

 方法3

㊧ オーストラリア ㊨ カナダ

● 年表で整理
その地域の歴史
的背景を，冒頭
で年代整理。



第Ⅱ編2章1節  農林水産業 第Ⅲ編2章5節  西アジア・中央アジア

Ⅰ編の特色   地理的技能の習得と応用

地理的技能の特設コラム▶▶▶ Ⅰ編を中心に図版や写真の読み取りなどの地理的技能を習得

地理的技能の応用▶▶▶  豊富な主題図・グラフで読図力を高め，本文の内容を理解する

○ 階級区分図の作成方法の留意点
○ 地形図の読み方
○ 地形図を読む（火山地形・河岸段丘・
扇状地・氾濫原・砂嘴・カルスト地形）

○ 雨温図とハイサーグラフ
○ 村落の形態を読む
○ ドイツとポーランドの比較のまとめ
○ オーストラリアとカナダの比較のまとめ
○ 課題解決に向けての探究手順

第Ⅰ編1章3節  地理情報の地図化第Ⅰ編1章3節 地理情報の地図化 第Ⅱ編3章2節  村落・都市

第Ⅲ編2章5節  西アジア・中央アジア第Ⅱ編2章1節  農林水産業

各地誌の自然学習では，各気候区の代表的な雨温図と，
主要地形を通過する地形断面図を掲載。
読図を通して地域の特徴を把握。

貿易や経済発展，人口動態，資源・エネルギー生産と消費など，
主題図やグラフを豊富に掲載。
主題図の読図・比較により，社会の実態や課題を読み取る。

○ 時差の計算
○ 世界地図の「読み方」

10



11

第Ⅲ編3章2節  持続可能な社会に向けて

Ⅲ編の特色   日本の特色と課題   あるべき国土像の探究

最終章で地理学習の総決算▶▶▶ 地球規模の視点から日本の特色と課題を考察

持続可能な社会に向けての課題解決▶▶▶  あるべき日本の国土像を探る

Ⅰ～Ⅲ編の学習を踏まえ， 日本の特色や課題を客観的に整理。浮かび上がる課題を多面的・多角的に考察。

① 日本の食料自給率に着目し，「持続可能な農業の育成」を課題に設定。
② 輸入に依存する場合や国内で食料自給をめざす場合の問題点を資料で分析し，自然・経済・政治・技術・
文化の面から検討，結果を提言へ。
③ 地理学習で得た知識や捉え方を，日本の課題解決に向けて自ら考え行動する力につなげる。

  持続可能な社会に向けて

資料の分析 解決への提言
穀物消費量推移，農業就業者人口，食料自給率，小売価格，農産物貿易収支 耕作放棄地利用，不利地域へ補償，生産性向上，地産地消，途上国支援

○ 輸入依存と輸出依存
中国のスーパーでの日本産りんごの宣伝

教科書p.307

○ 超高齢社会の居住問題
高齢者とともに暮らす

教科書p.308

○ グローバル化時代へ
高校での留学生との交流

教科書p.309

○ グローバル化時代へ○ 超高齢社会の居住問題○ 輸入依存と輸出依存

第Ⅲ編3章1節  世界の中の日本
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新編 詳解地理B  シラバス（例） ※4単位，年間140時間での例

学期

月
授
業
時
数

編
配
当
時
数

編 学習項目
（章・節） 学 習 内 容 と ね ら い

節
配
当
時
数

考査
範囲３

学
期
制

２
学
期
制

３
学
期

２
学
期

１
学
期 前

期

４
月 11 10

第
Ⅰ
編

地
図
と
地
理
的
技
能

第１章 地理情報と地図 7

１
学
期
中
間

前
期
中
間

第１節
世界観の変化と地図

リモートセンシングやGISによる地図が地球の現状認識に役立つことに気づかせ，地
理情報が生活と結びついていることを理解させる。様々な時代の世界地図の読図によ
り地球に関する認識の違いに気づかせ，人々の世界観の変化を理解させる。

2

第２節
地球儀と世界地図

地球儀の活用や時差に関する学習から地球が球体であることを確認させ，1枚の世界
地図は球面上の情報をすべて正しく表現できないこと，使用目的に応じて図法の異な
る世界地図を使うことを理解させる。

3

第３節
地理情報の地図化

地図の種類とそれぞれの特色を理解させる。現代世界に関する統計を地理情報に加工
し，分布図や階級区分図を作成できる地理的技能を習得させる。 2

第２章 地図と地域調査 3

第１節
地図の活用

地形図，都市計画図，住宅地図などの特色を理解させ，地域調査の目的や方法に適し
た地図を選択し，入手できる能力を習得させる。 1

第２節
身近な地域の調査

地域調査の手順を理解させる。資料の収集と整理，現地調査，考察やまとめ・発表な
どの活動を通して，生活圏の地域的特色を捉える地理的技能を習得させる。新旧の地
形図から地域の変化を読み取る能力を習得させる。

2

５
月 16

69

第
Ⅱ
編

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

第１章 自然環境 25

第１節
地形

規模や形成要因の違う様々な地形を取り上げて，その分布や形成要因から基礎的知識
や概念を習得させ，地形と生活との関係を考察させる。地形図の読図に関する地理的
技能を習得させる。

9

第２節
気候

地球規模でみた気温・降水量・大気大循環，海洋や水の循環を取り上げ，それぞれの
特色や形成要因を考察・理解させる。 4

６
月 16

第３節
自然と生活

世界の気候区分の方法や世界規模からみた植生・土壌の特色を理解させる。世界の気
候帯を取り上げ，その分布や形成要因，気候と人々の生活との関連について考察させ，
基礎的・基本的知識を習得させる。

8

第４節
自然環境に関する
諸問題

地球温暖化，オゾン層の破壊，砂漠化，森林破壊，大気汚染，異常気象を取り上げ
て，それらを大観しながら自然環境の諸問題に関する分布や形成要因を考察させ，基
礎的・基本的な知識を習得させる。

4

１
学
期
期
末

第２章 資源と産業 24

前
期
期
末

第１節
農林水産業

世界の農業・水産業・林業を取り上げ，それぞれの特色や分布，形成要因などについ
て考察させ，基礎的・基本的知識を習得させる。世界や日本の食料問題・課題を世界
的視野に留意して概観させ，形成要因を考察させる。

7

7
月 10

第２節
資源・エネルギー

世界の資源・エネルギーを取り上げ，それぞれの特色や分布，形成要因などについて
考察させ，基礎的・基本的知識を習得させる。世界や日本の資源・エネルギー問題を
世界的視野に留意して概観させ，形成要因を考察させる。

5

第３節
工業

世界の工業の成り立ち・立地を取り上げ，工業地域の形成と変容に関して考察させ，
基礎的・基本的知識を習得させる。グローバル化する中での世界と日本の工業に関し
て世界的視野に留意して，それらの動向・形成要因について考察させる。

6

２
学
期

９
月 13

第４節
流通と消費

世界の交通・情報通信・貿易・商業・観光を取り上げて，それぞれの特色と動向，形
成要因に関して考察させ，基礎的・基本的知識を習得させる。それぞれの課題に関し
て世界的視野に留意して考察させる。

6

第３章 人口と村落・都市 11

第１節
人口

世界の人口分布，人口増加・人口構成に関する動向を取り上げて，形成要因に関して
考察させ，基礎的・基本的知識を習得させる。世界の人口増加地域と減少地域の人口
問題を比較しながら，日本の人口問題とも関連させて考察させる。

5

１ 目 標

２ 使用教材

３ 年間指導計画

現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し，
現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きる日
本国民としての自覚と資質を養う。

教科書：新編詳解地理 B（二宮書店），現代地図帳（二宮書店）
副教材：データブック オブ・ザ・ワールド（二宮書店），新編詳解地理Ｂワークブック（二宮書店）
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シラバス・選定理由・評価の規準と方法の例の Excel 形式のデータは，弊社ウェブサイトよりダウンロードできます。
http://www.ninomiyashoten.co.jp/ 

２
学
期

後

期

第２節
村落・都市

様々な規模の集落があることを理解させ，村落の立地と形態，都市の発達と変容に関して
考察させて，村落・都市に関する基礎的・基本的知識を習得させる。世界と日本の居住・
都市問題の地域性や形成要因について世界的視野に留意して考察させる。地形図の読図か
ら村落の形態を読み取る地理的技能を習得させる。

6

２
学
期
中
間

後
期
中
間

第４章 生活文化と民族・宗教 9
10
月 13

第１節
衣食住

世界の衣食住を取り上げ，それらの分布と特色を理解させ，地域性との関連を考察させて，
基礎的・基本的知識を習得させる。 3

第２節
言語と宗教

世界の言語と宗教の分布を理解させ，言語・宗教と社会との関連を考察させて，基礎的・
基本的知識を習得させる。 2

第３節
民族と国家

民族と国家との関連を理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。世界的にみた民族と
国家との多様性や日本の領土問題について考察させ，国家群や国連の役割を理解させる。 4

11
月 13

61

第
Ⅲ
編

現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

第1章 現代世界
の地域区分

現代世界が自然，政治，経済，文化などの指標によって様々な地域に区分できることを理
解させ，多様な区分から現代世界の特色を理解させる。 2

２
学
期
期
末

第２章 現代世界の諸地域 55

第１節
中国

国家規模の大国としての中国について「発展する大国」に着目させ，それと歴史的背景や工
業，貿易，農業，人口，環境問題とを結びつけて地域的特色と地球的課題を考察・理解さ
せ，基礎的・基本的知識を習得させる。

6

第２節
韓国

隣国としての韓国について「近隣諸国との関連」に着目させ，それと歴史的背景や文化の特
色，経済の著しい発展，人口と食料・資源確保の課題とを結びつけて地域的特色と地球的
課題を考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

4

12
月 12

第３節
東南アジア

国家よりも大きく州よりも小さい規模の東南アジアを，歴史的背景や民族，自然，農業，
工業，都市問題という項目ごとに整理して地域的特色と地球的課題を考察・理解させ，基
礎的・基本的な知識を習得させる。

5

第４節
インド

国家規模の大国としてのインドについて「巨大な人口」に着目させ，それと歴史的背景や自
然，農業，工業，生活，居住・都市問題・貧困とを結びつけて地域的特色と地球的課題を
考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

4

第５節
西アジア・
中央アジア

アジアの中の2地域である西アジア・中央アジアを，位置と歴史的背景，自然環境，農牧
業，鉱工業とサービス業，イスラム教と人々の生活といった項目ごとに整理して地域的特
色と地球的課題を考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

4

３
学
期

1
月 14

第６節
アフリカ

大陸規模の地域としてのアフリカを，歴史的背景，自然，農牧業，鉱工業，紛争，人口急
増と食料問題という項目ごとに整理して地域的特色と地球的課題を考察・理解させ，基礎
的・基本的知識を習得させる。

4

３
学
期
期
末

後
期
期
末

第７節
EU

国家の集合体としてのEUについて「地域の統合」に着目させ，それと歴史的背景，自然，
産業，言語・宗教，都市と交通，地域変化，高齢化社会への対応と結びつけて地域的特色
と地球的課題を考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

6

第８節
ドイツと
ポーランド

EU内で隣接する国家であるドイツとポーランドを，類似性をもつ二つの国家として，自然，
民族と文化，産業，課題について比較しながら地域的特色と地球的課題を考察・理解させ，
基礎的・基本的知識を習得させる。

2

第９節
ロシア

国家規模の大国としてのロシアについて「体制転換後の社会と経済」に着目させ，それと歴
史的背景や産業，自然，世界との結びつき，環境問題を結びづけて地域的特色と地球的課
題を考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

4

2
月 16

第10節
アメリカ

国家規模の大国としてのアメリカを，歴史的背景，自然，農業，鉱工業，住民，都市化，
世界との結びつき，居住・都市問題という項目ごとに整理して地域的特色と地球的課題を
考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

6

第11節
ブラジル

国家規模の大国としてのブラジルについて「地域開発と経済発展」に着目させ，それと歴史
的背景や民族，自然環境と農業，資源開発と工業，貿易，生活，国土開発と熱帯林破壊と
を結びつけて地域的特色と地球的課題を考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させ
る。

4

3
月 ６

第12節
オーストラリア
とカナダ

南半球に位置するオーストラリアと北半球に位置するカナダを，対照性をもつ国家として
捉え，それを歴史的背景，土地開発，土地資源の分布と利用，環境問題を比較しながら地
域的特色と地球的課題を考察・理解させ，基礎的・基本的知識を習得させる。

6

第３章 現代世界と日本 4

第１節
世界の中の日本

今までの学習を基にして，日本の自然，産業構造，人口構成と居住問題，伝統文化保全と
グローバル化に関して，日本がかかえる地理的な課題を生徒自らに発見させ，その課題を
多面的・多角的に考察，探究させる。

2

第２節
持続可能な
社会に向けて

「持続可能な農業の育成」を例として，第1節で自ら発見した課題を解決するための方法を
身につけさせる。地理的技能を活かして資料を作成させ，課題解決のための提言を行わせ，
日本がかかえる地理的課題の解決の方向性や将来の国の在り方について展望させる。

2
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新編 詳解地理B  選定理由と評価の規準と方法（例）

◎ 選定理由の例

◎ 評価の規準と方法の例（第Ⅱ編の一部）

内 容

・高等学校の地理教育で扱うべき内容がわかりやすく解説され，現代世界の実情や課題も示されているため，
生徒が自ら読んで理解できる教科書になっている。
・系統項目の全分野が幅広く掲載されているほか，地誌事例で世界全域が扱われており，日本の内容も随所
でおさえられているため，質・量ともに充分な内容の教科書といえる。

構成・分量

・紙面がこれまでのA5判からB5判に拡大されて写真や図版が大きくなり，さらに欄外の活用によってコラ
ムや用語解説が設けられて，より授業を発展できるような資料性の高い教科書になっている。
・地図などの地理的技能はⅠ編で習得した後に，続く系統地理（Ⅱ編）や地誌事例（Ⅲ編）での読図などを通し
て定着できるようになっており，学習の流れを構築しやすい構成になっている。

表記・表現

・適格な情報が盛り込まれている図表（552点）と地理写真（407点）が本文と密接に結びついているので，学習
内容が理解しやすい。

・重要な地理用語が太字でおさえられているほか，関連を示す参照ページがていねいに施され，振り仮名も
適宜ついているため，読みやすく理解しやすい。

選定理由
系統地理的分野，地誌ともに内容が充実しており，世界を多角的・多面的に考察することができる。また，

資料性の高い図表・写真やコラムを活用することにより，本文の流れにそって地理的知識を確実に学習する
ことができる。そのため世界の多様性を認識し，生徒自ら考える力をつけられる適切な教科書と考える。

※ Excel 形式のデータは，弊社ウェブサイトよりダウンロードできます。
科目全体の評価観点，第Ⅰ編と第Ⅱ編第３章以降の評価規準はウェブサイトをご覧ください。

編 学習項目
（章・節）

評 価 の 規 準 評価方法
関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解

第
Ⅱ
編

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

第１章
自然環境

○世界の自然環境に関
する地域性や規則性，
それらの形成要因に関
する関心と課題意識を
高めたか。
○世界の自然環境に関
して系統地理的に追究
する学習に積極的に取
り組み，世界的視野か
ら捉える視点や方法を
身につけようとしたか。
○現代世界の自然環境
と人間生活とのかかわ
りや自然環境に関する
課題を積極的に理解し
ようとしたか。

○世界の自然環境の分
布やその形成要因に着
目し，系統地理的に考
察する視点を設定して，
それらと人間生活との
かかわりについて考察
したか。
○地球規模で進行して
いる自然環境の悪化や
破壊等の問題について，
世界的視野に留意して
考察できたか。

○世界の自然環境に関
する分布図や統計資料
を活用し，分布の特色
について分析する技能
を身につけたか。
○統計資料から分布図
を作成したり，グラフ
等で表現したりする技
能を身につけたか。
○地形図の読図に関す
る技能を身につけたか。

○世界の自然環境の空
間的な規則性，傾向性，
それらの形成要因等を
系統地理的方法で捉え
る視点や方法を身につ
けたか。
○世界の自然環境の分
布や動向に関する基礎
的・基本的知識や概念
を習得できたか。
○現代世界の自然環境
の悪化や破壊等の問題
について，世界的視野
から理解できたか。

○教室における授業
の取り組み状況や発
言等の学習状況。
○世界の自然環境に
関する白地図，ワー
クブック等の作業結
果，完成状況。
○定期考査での結
果。

第１節
地形

第２節
気候

第３節
自然と生活

第４節
自然環境に
関する諸問題

第2章
資源と産業

○世界の資源と産業等に
関する地域性や規則性，
それらの形成要因に関す
る関心と課題意識を高め
たか。
○世界の資源と産業等に
関して系統地理的に追究
する学習に積極的に取り
組み，世界の資源と産業
を世界的視野から捉える
視点や方法を身につけよ
うとしたか。
○現代世界の資源・エネ
ルギー，食料等に関する
問題を積極的に理解しよ
うとしたか。

○世界の資源と産業等
に関する分布やそれら
の形成要因に着目し，
系統地理的に考察する
視点を設定して，それ
らと人間生活とのかか
わりについて考察した
か。
○現代世界の資源・エ
ネルギー，食料に関す
る問題について，世界
的視野に留意してどの
ような地域に生起する
傾向があるのか，どの
ような形成要因かを考
察できたか。

○世界の資源と産業等
に関する分布図や統計
資料を活用し，分布の
特色について分析する
技能を身につけたか。
○資源と産業等に関す
る統計資料から分布図
を作成したり，グラフ
等で表現したりする技
能を身につけたか。

○世界の資源と産業等
の空間的な規則性，傾
向性，それらの形成要
因等を系統地理的方法
で捉える視点や方法を
身につけたか。
○世界の資源と産業等
の分布や動向に関する
基礎的・基本的な知識
や概念を習得できたか。
○現代世界の資源・エ
ネルギー，食料に関す
る問題について，世界
的視野からみた地域性
や形成要因を理解でき
たか。

○教室における授業
の取り組み状況や発
言等の学習状況。
○世界の資源と産
業に関する白地図，
ワークブック等の作
業結果，完成状況。
○定期考査での結
果。

第1節
農林水産業

第2節
資源・
エネルギー

第3節
工 業

第4節
流通と消費
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㊨頁  読図・問題・作業㊧頁  内容整理

学習の定着と大学受験への対応 統計資料・問題集学習の定着と大学受験への対応 統計資料・問題集学習の定着と大学受験への対応 統計資料・問題集

教科書準拠教材による授業の整理と発展教科書準拠教材による授業の整理と発展教科書準拠教材による授業の整理と発展

新編詳解地理Bワークブック

B5判 /96 頁
定価：580 円（5％税込）

  内容整理   読図・問題・作業

① 教科書に準拠し，全分野・全地域を扱ったワークブック。
 授業の整理だけではなく，センター試験演習にも有効。

② 内容整理（左頁）は，表形式の穴埋めで地理用語を整理。
 左側の解答欄を活用して重要用語をしっかりと定着。

③ 読図（右頁）は，教科書掲載の図表を読み取りながら内容を把握。
 さらに統計・主題図の読図技能を養う。

④ 問題（右頁）は，教科書での学習を整理・発展させる良問を完備。

解答欄を
活用して
重要用語を
おさえる

資料読図による
重要事項の整理

図版の読み取りで
内容を把握

表形式により
本文を整理

表形式で
図版の内容を整理

データブック
オブ・ザ・ワールド
2012 年版 Vol.24

地理統計要覧
2012 年版 Vol.52

完全マスター
地理Ｂ問題集

地理Ｂ
実践ワーク

A5 判・496 頁
定価 680円
（5％税込）

A5判・160 頁
定価 420円
（5％税込）

B5判・本文136頁
別冊解答 64頁
定価 840円
（5％税込）

B5判・本文160頁
別冊解答 20頁
定価 780円
（5％税込）

最新の統計と各国要覧 最新の地理統計データ集 センター国公私大の良問を改変 すべての地理Ｂ教科書に対応
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弊社ウェブサイトもご覧ください。

地A005 地A011
地B004 地B008

高校生の
新地理Ａ

高等地図帳 現代地図帳
基本地図帳

よくわかる
地理Ａ
世界の現在と未来

詳説
新地理B 詳解地理B

地図013
地図015地図012 地図016

基本地図帳
改訂版
世界と日本のいまを知る

高等地図帳
改訂版

詳解現代
地図

コンパクト
地図帳
地図から学ぶ現代社会

A4判
144頁 B5判

152頁
B5判
160頁

A5判
240頁

B5判
160頁

B5判
184頁

A5判
328頁

A5判
336頁

基本地図帳
高等地図帳 現代地図帳

多彩な切り口で「基礎から楽しく学べる」教科書
本書『新編地理A』は，豊富な写真を使った多彩なテーマで，地理を基

礎から楽しく学べる教科書です。従来の地理Aの内容のほかに防災学習
や地形図学習などの内容も盛り込んでいます。また，生徒自らが自発的
に学べるようなユニークな題材も取り上げました。

地図304 地図305

地図306
B5判 / 144頁 AB判 / 160頁

A4判
144頁

地A304130二宮
B5判 / 198頁 / 図表250点 / 写真400点

準拠教材：新編地理Ａワークブック

広域図から拡大図まで
数多くの一般図を収録

ワイドなAB判を採用
一般図・主題図を大きく詳しく 大きく，楽しく，地図を見る




